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学校経営 を活性化 さ せる学校研究の在り方
一 教員の 自 主性を育む校内推進体制の検討 ー
学校力開発コース(10220920) 中 川 裕 幸
本研究の 目 的は， 学校研究を活性化 さ せる こ と に よ り ， 教員の 自 主性を高めなが ら校内
の協働体制 を築 く 方策を探 り ， それに よ り 優れた教員文化を伝承 さ せる こ と にある。 その
た め， 校内における 目 標の一元化， 研究紙撤の共通理解を図る取組， 事実に も と づ く 研究
会の実施， 教育 リ ソース を引 き 出す取組を したo その結果， 目 標設定におけ る練 り 合い，
指導の多キ来性と 焦点化のバラ ンス ， 話 し合いの可視化， 豊かな コ ミ ュ ニケーシ ョ ンの創出，
の 4 点が大事である こ と が明 らかになったO
[キ} ワ ー ド] 学校研究， 共有化のプ ロ セ ス ， 世代間交流， 教員文化の伝承
1 問題の所在 と 方法
( 1) 問題の所在
学校現場での児童生徒を巡る諸問題は， 軒並み
増加傾向 にあ り 1 ) ， 校内にお け る 指導が， 今後 さ
ら に 困難 さ を増 してい く こ と は想像に難く ない。
それに輸をかけ る よ う に， 家庭や地域の教育力は
以前に比べて低下 している と感 じている割合が多
数を 占 め てお り ベ 学校教育への期待 と 負担は
益々 大き く なっ ている。
一方で， 学校現場における教員の置かれた状況
は， 決 して望ま し い も のであ る と は言えない。 公
立小中学校の年齢別教員数は， 40 代後半か ら 50
代の教員が非常に多 く ， 20 代や 30 代が少ない と
いっ た歪みが生 じている 3)。 今後 10 年間で大量の
ベテ ラ ン教員が退職する 中で， 人数の少ない中堅
教員に仕事の量が集中する こ と が危慎 さ れている。
また， ベテ ラ ン教員が有 している授業や子 ど も へ
の指導に関 しての優れた実践が， 正 し く 伝わ る か
と いっ た不安の声も 聞かれる。 今現在も職員室内
での授業や児童生徒の指導についての会話が減っ
ている と いった指摘があ り ， 北 (2009) は， I さ ま ざ
ま な要因 に よ っ て職員室で、のかかわ り 合いや人間
関係が徐々 に希薄に な っ て き たので、 し ょ う か。 若
い先生か ら は 「年配の先生は何も教えて く れなし リ
と 悩みを聞き ます。 一方， ベテ ラ ンの先生は 「最
近の若い先生はわか ら ないこ と があ っ て も 聞 き に
こ ない」 と 言います。 両者には大き な溝が あ る よ
う です」 と ， その現状を訴える。 今後多忙なベテ
ラ ン教員 と ， 教員 と しての資質が十分に身につい
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て い ない若手教員 と の関 わ り が ， 学校現場では
益々 希薄にな り ， 長年培っ て き た教育の優れた文
化が， 今後伝承 されずに滞る可能性が十分にある。
(2) 研究の 巨 的
その よ う な学校を取 り 巻 く 諸問題を踏ま えて，
教員の 自 主性を育む学校研究を創造する こ と に よ
り ， 校内の協働体制 を築 く こ と を主た る 目 的 と す
る も のである。 さ ら に， その こ と に よ り ， 学校経
営を活性化 させる教員文化の伝承 と い う 観点か ら
も 考察， 検討してい く 。
(3) 研究の方法
学校研究を活性化 させ る 要因 と して， 筆者は次
の 4 点を昨年度明 ら かに した。
0学校経営 と 学校研究を関連づけ る研究テーマの
策定
0協働的な運営組織
O事実に よ る学び合い と 日 常化
O教育資源 ( リ ソース) の活用
それを踏ま え， 学校現場の状況を鑑みなが ら ，
その具現化を図る方法 と して IA 小学校研究推進
プラ ン」 を設定 し， アフ。ロ ーチ してい く こ と と し
た。 その推進プラ ンの柱は次の通 り である。
0学校教育 目 標 と研究主題の一体化を図る
0教員の必要感に応 じた研究組織を構築する
O事実に も と づ く 事後研究会を実施する
0教育 リ ソース を生かす具体的手立て を講 じ る
・ 全員が授業を見る 「大研J を増やす
- 研究推進の リ ーダーが積極的に同僚に ヒ ア リ ン
グを行い， 校内で意図的に話 し合いの場を作る
2 先行研究の検討
(1) 学校課題か ら の 目 標設定 と 共有化
学校研究を推進 してい く 上で最初に取組むべき
課題は， 研究テーマの設定であるo それは学校研
究の方向性を端的に示すも の で、あ り ， 校内の教員
の共通理解が重要に なっ て く る。 その設定につい
て木原 (2006) は， ①時代性②共通性③多様性④具
体性⑤地域性や独 自 性， の 5 点をその条件 と しな
が ら も， その条件をすべて、満たすこ と の困難さ と
対立する矛盾を含む こ と も併せて提言 している。
ま た北神 (2010) は， 学校が教育政策の動向や社会
的要請 と い う 新 しい教育課題を研究テーマに掲げ
る傾向 に あ る こ と を認めつつ， その問題について
も 言及 している。 そ して， その設定に当 た っ て は
“共有化" が重要であ る と して， r学校全体の状況
や課題を共有化 した り ， 課題解決に向けた方策を
全体で検討する こ と を通 して， 具体的な研究テー
マ を設定 し， その取 り 組みについて全員で共有す
る こ と が， 校内研修に対する教師の満足度や実際
の研究活動を展開 してい く 上での意識化を図 る 上
で も 重要なポイ ン ト になっているJ と している。
社会的要請を踏ま えなが ら， r 自 分の学校J で何が
「問題」 に な っ ている かを明確に して設定する こ
と の重要性を説 く 。 つま り ， rなぜJ 研究テ}マが
設定さ れたのか， そ して 「何のためにj その研究
テーマ を実現する必要があ る のかを， 開 じ学校に
いる教員に共有 さ れる こ と が， 学校研究推進の前
提条件である こ と を示唆 している。
(2) 学校組織の協働性
研究テーマの実現， ひいては学校の教育 目標を
実現する に は， 校内の教員が組織と して機能する
こ と な しにはあ り えない。 そ して， 教員同士の真
撃な研鎖が， その実現 も ， 教員 と しての成長も成
し得る と 考える。 北神 (前掲) は， r学校全体の共通
の教育課題 (テーマ) を創造的に解決 してい く 過程
を体験する こ と において， 個々 の教師は期待さ れ
た千錯リ と の関係でそれぞれに職能成長 してい く 。
こ う した過程を全教職員が計画的， 出E織的， 科学
的 に創 る と い う 作業を抜き に しては校内研修に よ
る教師一人ひ と り の専門的力量の向上は望まれな
い し 切断能 と しての学校J の教育力， 経営力 も 向
上 しない と い う こ と であ るj と している。 そ して，
その協働体制 を確立する ためには， r各学校が取 り
組むべき 課題や 目 標を 明確に し， そ の状況を分
析 ・ 共有 し， 意図的に教職員が コ ミ ュ ニケーシ ョ
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ンを図 る機会を設定 し， 誌題に向 き合お う と い う
共通認識を醸成する こ と が不可欠であ る J と して
いる。 共有化 さ れたテーマに向かい， 様々 な個性
や力量を持つ教員の持ち味が十分に発揮 さ れ， そ
の成果を 自 覚 し， 教員同士の コ ミ ュ ニケーシ ョ ン
が現出する こ と で学校研究は活性化 され特る し，
それを実現する推進体制 を構築する必要が あ る。
(3) 事実に よ る学び合い
学校におけ る教員の仕事の大半は授業であ り ，
学校研究の主た る 目 的の一つに， その力量を高め
る こ と があ る 。 そ の際に， 授業で起 こ る事実を丁
寧に見取 り ， それを も と に研究を深め る こ と が重
要であ る。 吉村 (2006) は， 群馬県島小学校の 「授
業の創造j を も と に， r 目 の前の子 ど も の事実を よ
り ど こ ろ と する J こ と の重要性を説き ， r授業の技
を支え る 理論は， 実践の 中 に宿 り ， 実践の中 か ら
取 り 出すも のであるJ と し， r教育の真実は 目 の前
の子 ど も の事実 と 創る授業の 中 にあ る こ と を， 教
師一人ひ と り が 自 分の 日 々 の実践をふま えて実感
するJ こ と であ る と している。 ま た秋 田 (2008) は，
授業検討会で子 ど も の学習の事実を語る こ と を通
してj 授業検討会が研究授業の進め方や方法を論
じる だけの場ではな く ， 授業に対する感情や印象，
価値を同僚と 共有する場であ り ， 事実を どの よ う
に見たかを共有する と 同時に， 出走警がf売業虫閉
:立とCよ_2ι関連_1-:_tと泣�O)構造主昆出1:， f:単刀授
業J_;_i>_? t_J;点ゑ課題"を.早出I_�た り ， 良公り持''0 '"(
l_， \立認識論的信念事三再度昆車: 1..-た り ， :'f?_-:ç_�_:主
たど援業の友自f生主具体的iE提之急会話が交わ さ
れている (下線筆者) J 事実を明 ら かに した。 そ し
て， r授業の事実が提示 さ れる こ と で多義的な意味
の推察が談話を通 してな され， 実践の表象が形成
さ れてい く J と している。 教員は実践を し， そ の
ふ り 返 り を通 して学び， 授業力 を高め る。 その過
程において， 無意味な方法論ではな く ， 理論の構
築 と い う 学校研究の質を 高め る こ と を表 している
と 言え る。
(4) 学校経営を活性化 さ せる学校研究
本来学校は， そ して学校研究 と は教員が成長す
る場である。 佐藤 (2009) は， r教師を教師 と して成
長 さ せる 場所は学校であ る。 その意義 と 可能性を
私たち は も っ と 深 く 認識する必要がある」 と する。
学校の文化を よ く 理解 し， 身に付けている のがベ
テ ラ ン教員であ る。 そ の価値 と 存在について， 佐
藤 (前掲) は 「 も っ と 熟練教師の洗練 された仕事が
尊重 される学校で、あっ て ほ しい。 学び続け る熟練
教師は， 他の どの年齢の教師よ り も謙虚で、あ り ，
子 ど も か ら 学び， 耕4・か ら学び， 同僚か ら学び，
若い教師か ら学び， そ して何よ り も 自 分自 身の経
験か ら学んでいる。 その証は， 熟練教師の仕事の
細やかさ と 丁寧 さ にある」 と している。 しかしな
が ら， 個人の力量を高め る だけでは対応でき ない
学校を取 り 巻 く 数多 く の問題が， 今現在生起 して
いる。 学校研究の果たす投割 と して， 北神 (前掲)
は) r校内研修は子 ど も の成長 ・ 発達 と い う 学校教
育課題の達成， 教職員の職能成長， 教職員集団の
協働関係の構築， そ して学校の経営改善 ・ 組織革
新 と い う 役割機能を有する も の と して位置づけ ら
れるJ と している。 そ して， これか ら の学校研究
の在 り 方 と して) r教師に と っ ての実践的な知識 ・
技術等を獲得 ・ 更新する機能に加えて， 判交が 自
律的で内発的に教育活動を産出する場と して存立
するための学校組織 と その活動の見直 し， すなわ
ち 「学校の組織力j の向上と い う 観点か ら校内研
修を捉え直 し， 位置づけてい く こ と が必要にな る 」
と している。 教員同士が学び合い， 高め合 う こ と
で， と も に よ り よ い学校を創る 営みが求め られて
い る。 学校研究の活性化が学校経営の活性化につ
ながる有効な手段 と な り 得る。 その際に， 校内に
い る様々 な経歴を持つ教員 に よ る豊かな コ ミ ュ ニ
ケーシ ョ ンが必要で、あ り ， それを生む手立てを講
じ る こ と が， その大き な鍵になる。
3 実践 と 結果 (明 らかにな っ た こ と )
山形県内 A 小学校において， 前章で説明 した『学
校研究推進プラ ン』 を策定 ・ 実践 し， その効果を
検証 していった。 A 小学校は児童数 700 名 を超す
大規模校で， 教員数は 30 人強であ り ， 半数が 50
代で， 次に 40 代が多 く ) 30 代は極端に少ない と
いっ た学校であ る。
(1) 学校教育 目 標 と 研究主題の一体化を図 る
昨年度筆者は， 学校全体の子 ども像と 学校研究
の子 ども像を一体 と する こ と を提言 した。 今年度
A 小の学校経営の大き な特徴は， 校長の リ ーダー
シ ッ フ。の も と ， 学校全体の子 ど も 像 と 学校研究の
子 ど も像を一体 と し， 学校経営 (学校行事や各校務
分掌) と 学校研究等， すべての教育活動が連鎖する
学校づ く り を提言 した こ と であ る 。 『人 と かかわ り
なが ら， 学ぶ喜びを実感する子 ど も』を重点 と し，
主に授業を 中心に据えて， よ り よ く かかわ り なが
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ら学んでい く 子 ど も の姿を追究 してい く こ と で，
教員の実践的な指導力 向上を め ざ していっ た。
実際の と こ ろ， 様々 な 目 標やめあてが存在 し，
教員のめ ざす方向性が定ま らず， 学校経営に参画
する意欲を削いで しま う こ と が学校現場では往々
に して あ る。 A 小において も ， 学校の経営 目 標で
あ る ， め ざす子 ども像実現に向 けて共通理解を図
る こ と になる のは， 数度の議論を経てか ら で、あっ
た。
写真 1 . め ざす子ども像共有化に向けた話 し合い
ま た， 学校全体のめ ざす子 ど も像と 学校研究の
め ざす子 ども像を一体 と する こ と に よ り ， 授業以
外での子 ど も の諸活動 (学校行事等) 一つについて，
その変容を様々 な場で議論する こ と になった。 一
例 と して， 運動会におけ る め ざす子 ど も像実現に
向 けた話 し合いがある。 運動会での子 ど も の変容
を “かかわ り 合い" を も と に して， 運動会プロ ジ
ェ ク ト や研究推進委員会で話 し合っ たO そ う いっ
た視点で運動会をふ り 返る こ と ができ たのは大き
な一歩であ る と しなが ら も ， 運動会ま での時間的
な制約等を考え る と ， 子 ど も の変容も それを支え
る教員の手立て も 多 く を求め る こ と には限界が あ
る ， と い う 声が大勢を 占めた。 その結果， 学校行
事においては， よ り よ く かかわっ て学んでいる子
ど も の姿で、あっ たか， と い う 視点でふ り 返る こ と
に止め， 今年度は授業におけ る 子 ど も の変容を見
取る研究に重点を置き ， そ こ での子 ど も の変容 と
教員の手立てを検証 してい く こ と と なっ た。 め ざ
す子 ど も像の一体化 を よ り 実効 あ る も のにする に
は， 時間的制約 と 教員の共有化 と い う 観点か ら考
え る と 実現可能な項 目 に絞 り ， そ こ にいる教員が
納得 し， その有効性について実感を伴いなが ら進
めてい く こ と が重要であ る と 捉える こ と ができ る。
(2) 教員の必要感に応 じた研究制裁を構築する
①学年担任団に よ る研究紺能












A 小で、は， 子 ども の変容を見取る こ と が研究の
中心であ る ために， これま で、子 ども の実態を よ く
知 る 学年担任団を基本 と して研究授業を構想 して
き てお り 、 今年度も それを継続 した。 具体的には，
学校全体のめ ざす子 ど も 像 と 学年の子 ども の実態、
か ら各学年でめ ざす子 ど も像を設定 し， それを踏
ま えて， 学年で研究 してい く 教科 ・ 領域を決定 し
て い く こ と と した。 そ う する こ と で， 学年担任回
が め ざす子 ども の姿も授業像 も ， 共通の土台で学
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1 学;IJの祖点(基礎的な知酷 ・ 世間1 思考力 ・ 和j斯力 ・ 岩現力、 学習意酷}
2 学習 ・ 生活主位{学晶 ・ 学年県同の状担、 学習習慣の状担、 学習 ・ 生揖掴範の状況.
京証帽喧}
3 過去の宇習E験
盤点教科 ・ 単元{侵揖研はこ の単売で〉
[教師の手立 て ・ 工夫)
図 2 各学年の研究授業構想概要
以上の よ う な恥祖を した結果， 次の よ う な教員
の声が聞かれた。
- 学年担任団でひ と つの授業をつ く っ てい く 方法
は， 今回初めて取 り 組んだ。 教材研究を深め る
こ と に もつなが り ， 児童理解に も な っ て と て も
よ かっ た。
. 3 年生の授業づ く り は， 学年のチームみんなで
学び合い， 耕オ研究も児童理解も深ま ってい る
よ う に感 じ られた。 授業者任せの授業者がや り
たい授業ではな く ， 子 ど も に と っ て の よ い授業
をチームで考えていき たい と 思 う 。
・ それぞれ 自 分の研究 もや り たい こ と がやれて よ
かったが， 今回の方が学年での学びの場と なっ
た。
さ ら に， 昨年度の話 し合いを受けて， 教員聞 の
め ざす授業像の共有 と い う 観点か ら 「大研J を設
定 し， 教員全員で協議 していっ た。
②研究推進委員の共通理解を図る取組
各学年か ら選出 される研究推進委員は， 多様な
経歴によ り 構成 さ れる。 推進委員 に よ っ て話 し合
いの内容に見解の相違がないよ う にする こ と ， 一
部の委員の発言で話 し合いが進む こ と のないよ う
にする こ と 等を通 して， 推進委員が共通理解を し
なが ら ， 学校研究について同 じ方向を向いていけ
る よ う に した。 具体的には， 話 し合いの視覚化 と
紙面に よ る共有化であ る。 第 1 回研究推進委員会
では， 今年度の研究の方向性と 研究授業のイ メ ー
ジについて話 し合っ た。 そ こ では， 研究の 目 的は
め ざす子 ど も像の実現であ り ， よ り よし 、かかわ り
合いのあ る 授業を掘 り 起 こすこ と を研究授業で明
ら かにする こ と が確認された (写真 2， 資料1 参照) 。
写真 2 第 1 回研究推進委員会で話 し合 っ た こ と
こ の よ う に推進委員の共通理解を図る取組を
する一方， そ こ で話 さ れ， 決定さ れた こ と が， 全
教員へ正 し く 伝達さ れなかっ た と い う 反省があ る。
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捕 l lïil研究経過盤員会(4 Jl 6  1'1)で隠し合った こ と
免 H の研究線道委員会では策室底なこ意見 あ り が と う ございましたa
2011/4/8 
会践の時系列を意践しなが ら も 、 内 港 ご 在 に ま t めま したa 前n 事 あ り 哀 した ら ‘ 中)!I:tで教え て く
ださ川
*窃究団忽の形式{大傷、 ゆ窃、 小窃》とその他憶づけ、 園遺栓について
1研究盟議岬舞場建1
・ 4、研 事麓所訪問(7/日)<，きい人以級委援金fT ぅ.
それ以外守比 主主立且孟誌�缶誌が公に公関す る ものではなL 、L
・ 大研 l →学年 1 ク ラス‘ 針6沼油絵〈物別支後手扱 も 含 め る と 7 開業筒、 今後要検酎入
<Þ'斉 l
I大明‘ 中111， 小窃の位睡づけ1
大研. 中研は ‘ 学綾念総"漁り紛む綾議機 ・ めさす子"もの番号時俊誌 とついて‘ 学伎の歓純金提
な や学年餌惜務会遜Lた務修会 していく縁




-大窃 で見え て き た成換や線週金、 小研や管局の恨員権で取 り入れていき、 学年<"検E乏していくe
付、礁の成集ヰ明騒を大窃に生か し て い く と 』ど も}
*敏材調定について
めざす乎どもの療体輯. 学年〉の2実施Z吋敏終週悠
学艇の二手 戸 れ の喋艇や踏 ま 交 てめ;:'(iミf<}J't、の陰k飽?なす るa そのtで学年1 つの教将
にす る. この線れ t しっかり と停さえる.
このがthを飼さえ てい刷ま‘ 多微な教事事湿をが考えられる. 品主主集主主J.:j，雄滋してい く 島
」 鯵盟髭11(イ ジ ト 1*靭費四盟京り とは �己主 限凪民 一<， _，< ， I 
E吻dぎず子ども像的実現 I x 敏将のj;線金保める
<<めざす子ども像の鎗射
『生き る 握手uJ -学びに含まれるのでMIi主
( rかかbり なが ら学ぶ』
一'ä島忠主主主 阜主主出ヰa以斗草島畠且主畠&点孟主主基i
後幾何 l : Aか B か ヂィペー ト室主
俊翼連関 2 : A も B も C も 広がりのある綬最高
綬幾伺 3 ; 1.ft多 対話
| 生方の狩っているカ‘ 絞制L念丸 学閉会う十噸時舗は 『 ど も を よ 〈 したも、" と い う 患い
l 鋼 り 伐 と し l 
i 普段替の綬幾ヘ I!々の俊安九 i 
. めヨピサニ?"を，像の2超現へ
資料 1 . 第 1 回推進委員会の報告文書
・ 全体研や研究推進委員会で話 し合い決定さ れた
こ と が， 本当 に全教員に共有化 さ れている のか
な と 感 じた。
こ う い っ た声が出 る 背景には， 組織同士をつな
ぐ方策がた り なかっ た こ と が挙げられる。 大規模
校であ る が故に， 教員への周知の仕方には工夫が
必要であ り ， そ こ に解決 しなければな ら ない課題
が あ る。
(3) 事実に も と づ く 事後研究会を実施する
教師の指導・ 手立てや耕寸の価値のみに着 目 し，
子 ど も が どの よ う に変容 したかが見えない研究 と
はな ら ない よ う ， 授業におけ る 児童の事実を具に
観察 し， そ こ か ら学び合 う よ う に した。 そのため，
児童の個人名 で話 し合われる事後研になる よ う ，
第 1 回大研では授業の中で子 ど も を見取る ポイ ン
ト を教員に明示 して， 児童の変容が話題の 中 心 と
な る よ う に した (資料 2 参照) 。 また， 研究推進委
員が抽出児童の記録を取 り ， その事実を事後研で
述べ， そ こ か ら教員の指導 ・ 支援の在 り 方につい
て議論 してい く よ う に した。
第 2 回大研では， 事後検討会において児童の変
容 と 教員の指導が話題にな っ た。
- 子 ど も の話 し合いを教師がつないでいき ， 子 ど
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も が 関わ り なが ら 学ぶ学習 を成立 さ せていた。
第 1 回 問厨時 閣
俊策/ 711 1 U (金》 包 桧時 ( 1 1 ; ..  5-) 4 年 3 絡教室髭




祖d塩 t にかか伯って 平行の性質である 場館館性《平行な脱線の協 は ν こ も 絡 し い こ と}やal …  同方向性 ( 2 本の平行な訴を線1:: 1 4区司盛筑な凶線が交わる こ と ) << む< 1と し て、 三角信担や分段騒を使って平行な節織を械かめている方、
〈蝿場告のEんなとじるを 〉
盟点3にかかわって 斜めになっ ている筑線が平行かどう か疑問金制 さ せた 旬 、 児掻の間ペ
た方除を引き 出 し た り し て . 児童が動解でき る よ う に fつ危ぐj 宛
閉がで き た" .
1 .  開 会 ・ ・ ・敏調先生 {胸館の紹介 も 倉めて 〉
2 . 蹄鈎の先生から3 ω  協 陣





4 俊費者のふ り 返 り6 全体街場 ・ 助R ・ ・
6 . 伎長先 生 よ り7 白 閉 会 ・ ・ ・ 敏調先生
<<栂騨毒事復認の 亭 習 1 官)
被進委災は、 名 グ'r プをど分担して ‘ 子 ど も の袋令つぶさに妃観 し、 喝事後研で結匿に し て い き た
い と思い実寸 a
各先生方 も 、 平!!I、同協や で 荷 主S f:!.け総 L < Yr'.録 し 彬返妥民が箆爾に出す 子どもや. その飽の
子 !! も につい
て も 、 静晶自 が ，- }. �.鎗研"，yλ，YJ.，出l rいただけ る よ う お置いし ますa
r()�んは A�λ，(7)，- J..I.}' �宗務命闘いて V んか� )い $< L飴め3件、 ， r日大u全 体やのとんた
主盤土墨江主一ヱ 1- ド土つで v んな恋潟が犯 られ一歩、 ， /， P、 国有名闘を出し合いなが ら ‘ 視点!.:::;金る こ と が ぞ
き むいたの
か ど う か険任していdきたいt，，"っています ‘
資料 2. 大研における授業参観の手引 き
2 年算数の授業において
C Iぼ く は、 二分のーができ る折 り 方を 2 つ考えたO
一つは00です。 J
T r も う 一つの方法は、 他の人が考えたかも しれ
ないね。 他の人に聞いてみた ら ど う かな ? J
C 1他の方法を考えた人はいますか ? OO さ ん、 お
願い します。 J
一例ではあ る が， こ の よ う な子 ど も 同士をつな
ぐ指導は教科の枠を超え， よ り よ いかかわ り を生
み出すために身に付けたい教員の技 と して， 他の
授業へ広がっ てい く こ と と な る。
4 年算数の授業において
C1 (黒板に 4. 8+4=1. 2仲48+4=12)
T rC1 さ んの考え を説明 し て く れる人いる ? J
C2 14， 8 を 10 倍する と 48 にな り ， 48+4=120 10 
倍 したので， 10 分の 1 に して答えが 1. 2 にな
る 。 」
T rなんで 10 倍 したの ? J
全 14， 8 では計算でき ないか ら整数にする。 」
こ の授業実践を行っ た教員 に 聞いた と こ ろ， 2 
年の大研におけ る 指導を参考に して， 自 分の授業
でも実践 してみよ う と した と い う こ と であ っ たO
授業における児童の変容 と それを生み出す教員の
指導を， その事実を通 して丁寧に見取る こ と に よ
り ， 子 ど も の学習意欲 と 学び合いを引 き 出す， 教
員の 「つな ぐ ・ 返す」 言葉が けが共有 さ れる こ と
と な り ， それが校内で求めたい授業のー形態 と な
っ て い っ たo
(4) 教育 リ ソース を生かす具体的手立てを講 じ る
・ 全員が授業を見る 「大研J を増やす
- 研究推進の リ ーダーが積極的に同僚に ヒ ア リ ン
グを行い， 校内で意図的に話 し合いの場を作る
本節の実践については， 前節で明 ら かに した通
り であ る。
以上の よ う な取組を した結果， 研究テーマにつ
いての達成惑や研究その も のへの満足度に教員聞
で温度差が生 じ それを埋め る新たな手立てを講
じる必要が出て き た。
(5) テーマ に迫 る た め の評価に よ っ て改善点を明
確にする
教員の 自 主性を育むための研究推進体制構築に
向 け， 教員の生の声を集約 し， 後期や来年度に 向
けた具体的な改善につな げていく よ う に した。
①学校研究評価ア ンケー ト の実施
前期が終了 した時点で， 研究主題 と め ざす子 ど
も像， 授業の視点， 研究の内容 と 方法の観点か ら ，
全教員にア ンケー ト を実施 した (図 3 参照) 。
平成23年度 金制暗殺 害ヰ煎形割町フジケー ト 白銀問
前期の学佼研究について. ( ) の評価項目を設定しま した。 次の項目について右欄の評価点
の該当する数宰をOで閉んでく ださ川
評価は 5 =その と お り . 3 = どち ら と もいえな川 1 =全く ちが う を基準にし，
その中間を 2 . 4 と します。
No. 評価項目
1 研究主題は， 学校の誹、題ヰ安態に即して設定されている と
思う。
2 研究主題を欝萌して， 子どもの育成に努めている。 5-4-3-2-[ 
3 研究主題やめざす子ども像は， はっき り していてわか り や
5-4-3-2-1 
すい。
4 めざす子ども像を意識 した授業に取り組んでいる。 5-4-3-2-1 
5 めざす子どもi監は， 逮戒されているとd思う。 5-4-3-2-[ 
'コ 日 研究主題やめざす子ども像の造成について， 員デ主方の関心 5-4-3-2-[ して、 は高， \
[ f研究主題j と 「めざす子どもi露出 改説乙向けて自由にお書き く ださい。 ]
No. 評価1貫目
7 子 ど も た ちが 自 ら追究 した く なる よ う な単元構 5-4-3-2-1 成 ・ 学習訳題の工夫をする こ と ができた。ト一一 (判及の)子どもたちに， 自 ら学び， 自 ら考える力 5-4-3-2-1 8 がついむ
子どもたちが思いヰ考えを伝えるために， 多様な 5-4-3-2ー1イコ 9 東 表現方法を提示し， 表現の場を工夫する こ と がでし 、
て ト一一一 きた。子どもたちに， 積回拘l乙思し 時考えを伝えるカが 5-4-3-2-[ [0 ついた。
11 理 学びを深めるために， 必勘惑のある交流活動を位 5-4-3-2-[ 置づける こ と ができた。ト一一一一 学び合いのよ さや喜びを感 じ， 友達の発言に対し 5-4-3-2-[ [2 
て反応してl慰く カがついたq
[ f綬業の世主的 改善に向けて自 由にお書き く ださ 川 l
図 3. 学校研究評価ア ンケー ト (抜粋)
そ の 中 で， 評価項 目 4 Wめ ざす子 ど も像を意識
した授業に取 り 組んで、いる』 については， 5 段階
が 2 名 ， 4 段階が 18 名 ， 3 段階が 5 名 と い う 結果
であっ たが， 評価項 目 5 Wめ ざす子 ど も像は達成
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さ れている と 思 う 』 は， 5 段階がな し， 4 段階が 4
名 ， 3 段階が 17 名， 2 段階が 3 名 と なっ ていた。
その結果， め ざす子 ども像を意識 した授業は取組
んでい る も のの， その達成度には個人差があ る と
して， それを達成するための指導に焦点 を 当 て，
掘 り 起 こすこ と で A 小の指導の基本型を探ってい





図 4. 各学年での指導を明 らかにする ための資料
②各学年組織の意識を共有化する 手立て
前節で述べた よ う に， 今年度は学年を研究紺載
の土台 と したが， 実践段階においてその取組に対
する意識に温度差が生 じた。 具体的に は， 各学年
で行 う 中研や小研の 日 程の周知の仕方， 指導案作
成， 授業後のま と めの書き方等であ る。 そ こ で\
それ ら を包含 した小研の在 り 方について， W研究だ
よ り 』 を作成 して全教員に提案 し， 意見交換 しな





- 中研と絡めて、 あるし 壮学年の小研てf苛ー単元を殻定する場合
※ 日 程 中研の前後に設定する。
※指導案一単元目標、 これまでの学びの姿、 《めざす子ど もの針I (つけたい力) 、 学
ぶ喜びを実惑できる授業づく り のために、 学習活動の計閣は、 学年で卜分に樹札、 捕
えて防食する。 司俊業展開を揃えて、 同 じ学年で取 り組んでみる。 一つのク ラ スて授業




※指導案 学年で付対こ検討しなが ら、 個人で原お通 り に憎食する。
。指導薬の闘すについて
学年、 学年部には全員lこliè(<Jする。 参観する先生のため、 教室前に置く 。
その他の補助資料01\席表、 学ひめ鹿盟等) があれば、 それも教室前に置く 。 児童の 目
に鮒1ないよ う に、 扱いには十分注意する。
。研究だよりについて
以前に提案した(研究だよ りNO!I) 通 り と する。 子どもの変容の様子(ポイ ン ト) が明記
される よ う に 。
各学年で研究する教仰コ特性に合わせて倫食する こ と も可とする。
資料 3. 小研に関する研究だより
4 考察
筆者が実践 した前章ま でに述べた こ と を踏ま え
て， 学校研究が活性化する ポイ ン ト は， 次の 4 点
であ る と 考え る 。
(1) 目 標設定のための練 り 合い
判交研究が活性化するためには， その 目 標 を ど
う 設定する かに拠る と こ ろが大き い。 教員同士が
その設定に関わ り なが ら， 達成に向 けて よ り 具体
的なイ メ ージを共有 してい く こ と が重要であ る。 A
小においては， 数度の話 し合い に よ り ， 学校のめ
ざす子 ども像達成が今年度の重点 目 標であ る と い
う こ と に教員の歩調を合わせてい っ た。 ま た， め
ざす子 ど も像実現への取組では， 学校全体 (学校行
事や 日 常生活等) における子 ど も の姿ではな く ， 授
業における子 ど も の変容に よ っ て検証する と い う
よ う に， その場を特定 してい く こ と で実現可能な
目 標設定に切 り 替え る こ と を石簡忍 していっ た。 学
校研究の方向性を共有する こ と や， 目 標 と 実態を
擦 り 合わせて柔軟に対応 さ せてい く ための練 り 合
いが重要であ る と 考える。
(2) 多様性 と 焦点化のバ ラ ンス
学校は様々 な経歴を持つ教員の集ま り であ る。
個々 の教員が持つ授業や学校研究についてのイ メ
ージは多様であ り ， それを大事にする こ と で教員
の主体性を引 き 出す と 同時に， 学校研究 と して取
組む以上， 全員が一つの共通 した課題を姐上に乗
せなが ら進めてい く 必要があ る。 組織で取組む こ
と で， 学校全体の課題を解決に結びつ ける こ と が
可能になる。 今年度 A 小の授業研究では， よ り よ
いかかわ り 合い を生み出す1受業について検証 して
い く こ と と した。 授業におけ る 教員 と 子 ども ， 子
ど も 同士のかかわ り 合いは様々 であ り ， 教科の本
質に生き生き と 触れるためのかかわ り 合い を基本
に しなが ら ， 研究授業では多様な実践を出 し合 う
こ と で教員相互の学びが育まれていっ たが， その
中でも， 児童相互がつなが り なが ら学んでい く か
かわ り 合いに焦点を 当 ててい く こ と にな っ た。 そ
して， 教員の 「つな ぐ ・ 返す」 声がけが， 授業で
求めてい く 教員の指導のー形態 と な っ た。 授業者
の数 と 同 じ く ら い優れた実践があ る。 だか ら こ そ，
いずれの場合も その価値を認め なが ら も ， あ る観
点に絞っ て学び合 う こ と に よ り ， 授業 した り ， 参
観 した り する 際の明快さ につながる。 わか り やす
さ と い う 点が学校研究におけ る 教員 の意欲 を 引 き
出すこ と を考慮すれば， 教員の主体性を育むには，
多様な実践の保証 と 授業におけ る焦点化 と い う 2
つのバラ ンス を取る こ と が肝要で あ る 。
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(3) 話 し合いの可視化
前節で述べた よ う に， 学校は多様な経歴を持つ
教員の集ま り であ る。 そ して， 学校研究や授業は，
学校や授業の数ほ ど様々 なス タ イ ノレがあ り ， 勤務
した学校や教員 同士の公私にわたる交わ り ， さ ら
には教員個人の特性に よ り ， それに対する知識も
経験も ， そ して価値基準も 多様である。 そのため，
校内の教員に よ る学校研究の共通理解を図 る ため
には， 様々 な場にお け る 話 し合いは欠かすこ と が
でき ない。 そ して， それが学校研究活性化へ結び
つ く こ と が多い。 有意義な話 し合いにする には，
その場における参加者の納得の度合いを高める必
要がある。 そのため， 話 し合いでは， 目 的， 目 標，
内容をはっ き り さ せる こ と ， 話 し合いの内容は可
視化に努め る こ と ， の 2 点が大事であ る と 考えた。
A 小の研究推進委員会は， 文字通 り 学校研究を推
進する ための組織であ る。 それ故， 推進委員の意
識の共有化を図 り ， 相互に連携 しなが ら取組むこ
と が， 学校研究推進への大き な足がか り になる と
考えた。 そ う いっ た点を踏ま え， 推進委員会の活
性化を図る ために， 不定期に開催される その会で
は， 必要に応 じて話 し合いの内容をホワイ ト ボー
ドに記入 し， そ の言葉や文脈における意味理解を
しなが ら進めてい く よ う に した。 そ して， 話 し合
っ て決定した内容に温度差が出ない こ と ， ま た，
委員の中で発言する 回数に偏 り が出ないよ う にす
る こ と を心がけていっ た。 そ う した取組が， 委員
相互の学校研究における共通理解を得る素地にな
っ た と 考え られるo しか しなが ら， 常に可視化す
る こ と が話 し合いを活発にする と は限 らず， 臨機
応変に対応す る こ と も 重要である。
(4) 豊かな コ ミ ュ ニケーシ ョ ンの創出
教員が教員 と して成長する場は学校であ り ， そ
こ での教員同士の確かな学び合いが， 教員 も学校
全体も大き く 成長 さ せる。 フ ォ ーマノレな形にせよ，
イ ンフ ォ ーマノレな形にせよ， 教員の必要感に立脚
した多岐にわたる学び合いは， 学校におけ る大き
な財産であ る。 しか しなが ら， 教員の多忙 と い う
現実が， その財産を消失 しかけ よ う と している。
と も に授業を語 り ， 子 ども を語る 営みの重要性は，
今後 どの よ う に学校が変わろ う と も 不変である。 A
小における教員の 「つな ぐ ・ 返すJ 言葉がけの共
有は， 研究授業 と い う フ ォーマルな場での学び と ，
イ ンフ ォーマルな場での 日 常会話に よ っ て成立 し
た も のである。 学校改善に取組む視点 と して， 子
ど も の学びや成長に と っ て何が必要か， と い う 点
か ら の見直 しは当然である が， 同時に教員の学び
に と っ て何が必要か， と い う 観点か ら の見直 し も ，
今後検討 してい く べき課題であ る と 考え る。
学校研究には， それを活性化する こ と のでき る
万能のシステムな ど相生 しない。 そ こ にいる教員
が， 教員の構成， 児童の実態， 学校の文化等を踏
ま えて， め ざす授業像， 子 ども像， 教員像を と も
に描き なが ら， よ り よ い方策や推進体制 を練 り 上
げてい く と い う 地道な道の り を歩む他にない， と
い う のが， 実践を通 し て実感する こ と であ る。
5 到達点 と 課題
(1) 到達点 (明 ら かに な っ た こ と )
① 目 標 と プロ セ ス の共有化
学校は実践する場であ り ， 課題について議論 し，
日 々 改善に向けて取組んで、い く 。 その際に， 教員
相互の共通理解を図る こ と がそのポイ ン ト にな る。
学校研究も ， 改善可能な明確な課題を共有 して，
組織内ま たは組織間のメ ンバ一同士で， 絶えずと意
見や情報交換を しなが ら推進 してい く 必要があ るo
e教員相互の コ ミ ュ ニケーシ ョ ンの 日 常化
学校研究が活性化する ためには， 校内の教員が
日 常的に関わ り 合 う こ と が重要である。 活力 あ る
学校は， と も に耕寸研究 した り ， 児童について語
り 合っ た り する 同僚がい る。 教員 と しての力量向
上や教員文化の伝承のために， 職員室やその他の
場での教員の 日 々 の コ ミ ュ ニケーシ ョ ンは不可欠
で あ る 。
(2) 課題
今後 さ ら に学校研究を推進する ための課題 と し
て， 次 の 3 点が考え られる。
①教員文化 を 開 く 手立て を講 じ る
教員の持つ実践力 は， 一時間の授業や話 し合い
だけで明 ら かに される こ と は少ない。 意図的にそ
れを開示 し， 広 く 伝達 してい く 取組が必要にな る。
教員の指導を気軽に学び合 う 工夫をす る 手立てが
必要にな っ て く る。
②学校外組織 と 連携する
自 校の学校研究を客観的に視る 視座 と して， 校
外か ら の意見を取 り 入れる こ と は， 独善に陥 ら な
いために も意味あ る こ と であ る 。 他校は も ち ろ ん，
他校種， 教育委員会， 大学等 と の連携に よ り ， 学
校や教員個 々 の多面的なふ り 返 り ができ る。
195 
③ ミ ドノレ リ ーダー と しての役割を果たす
学校経営 と 学校研究の関係性が高ま る学校では，
学校研究推進の リ ーダーが， 学校研究のみな らず，
学校全体の ミ ドル リ ーダー と してその推進に大き
く 関わる こ と にな る。 特に， 校長や教頭， 教員相
互の意図 を汲み， 互いの意思をつな く: 潤滑油 と
しての役割を求め られる こ と になる。 教員の質を
高め る ， 豊富な知識 と 多様な経験が重要であ る。
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